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　共立女子大学博物館蔵「源氏物語貼交屛風」は、『源氏物語』色紙絵を貼付した縦 108.0 ×横 197.4 センチメートルの 4曲 1双屛
風である。1991（平成 3）年より故石橋前理事長の旧蔵品であった共立本は、2016（平成 28）年同博物館の所蔵品に加わった。色








　第 1扇上段は、第 43 帖「紅梅」。〈大納言が紅梅の枝に文をつけ、宮中の匂の宮に届けるようにと若君に言いつける〉場面である。
紅梅帖によく描かれる場面で、その構図は多様である。いずれの作例も、源氏の傍らには若君が描かれているが、共立本には描か
れていない。





　第 1扇下段は、第 32 帖「梅枝」。〈源氏、兵部卿の宮と薫物合わせをする〉場面である。その後の〈源氏、朝顔の斎院への返事
の文を紅梅の紙に書き、庭前の梅の枝につけて送る〉場面までを一連のエピソードとして描くために、庭で梅の枝を折る小君の姿
［図 1］場面比定と四季
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が描かれる作例も多数存在するが、共立本にはその姿は描かれない。
















　第 3扇上段は、第 26 帖「常夏」。〈夏の暑い日、源氏は釣殿で涼をとり、川魚など料理させて歓談する〉場面である。本場面も
浄土寺本以来、描き継がれる図様である。共立本の構図は、ハーバード本や土佐光則「源氏物語画帖」（任天堂蔵）と同じくして
いる。
　第 3扇中段は、第 45 帖「橋姫」。〈晩秋、薫が宇治へ赴く〉場面である。本場面は、浄土寺本や光元京博本などに描かれる。なお、
橋姫帖の定型場面といえば、〈薫、有明の月に照らされた大君・中の君姉妹を垣間見る〉場面であり、国宝「源氏物語絵巻」にも
描かれる伝統的な場面である。






































　第 2扇中段は、第 10 帖「賢木」。〈晩秋の夕月夜、野々宮に六条御息所を訪ねた源氏が榊の枝を御簾の中に差し入れ歌を交わす〉
場面である。黒木の鳥居、月、源氏を待つ車と従者の姿で構成される本場面は、室町期の扇面画から継承される賢木帖の定型場面
であり、ほとんどの作例で描かれている。



















　第 4扇上段は、第 46 帖「椎本」。〈歳の暮れ近く、宇治の姫君たちのもとに山の阿闍梨より炭などが届けられる。姫君たちは綿、
絹を贈る〉場面である。椎本帖の場面は多様であるが、共立本と同場面を描くのは、京博本（長次郎筆）、斎宮本、MIHO本のほ
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か土佐派資料、住吉家粉本などがあり構図やモティーフが近似するのは京博本（長次郎筆）である。
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Kyoritsu Women’s Occupational Institute and Art Embroidery
NAKAGAWA Asako
Abstract:
Influences	 from	the	Meiji	period	can	be	seen	 in	 the	embroideries	 in	Kyoritsu	Women’s	University	museum.	This	 study	aims	 to	 focus	on	 the	






museum,	 large	scale	exhibits	 like	 folding	screens,	 frames	and	small,	practical	ornaments	after	 the	Taisho	period	reveal	 the	embroidery	techniques	
employed	in	the	Meiji	period,	as	well	as	the	development	of	it.	
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